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夢に向かって、本気で挑戦する日々

努力と友情を築く4年間
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卒業生
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　将来、国際的に活躍する弁護士を目指して世界で通用する力を磨こうとGCPに入りまし
た。GCPでは「英語を学ぶ」と同時に、世界の諸問題について「英語で学ぶ」ことができます。
テストのための勉強だけではなく、ディスカッションやエッセイを通して英語で世界の問
題を理解し、解決について考え、英語で発信することが求められます。大変な日々でしたが、
様々な学部から集った意識の高いGCPの仲間と励ましあって、取り組むことができました。
みなさんと共に学びあえる日を、心待ちにしています。

　大学卒業後、海外大学院でAsian Peacebuilders Scholarship(APS)から授業料全額給付
の奨学金を受け、2つの修士号を取得しました。現在は国連大学の研究所で、世界中の教育機関
と仕事をしています。大学院受験から就職に至るまで、アカデミックな英語力、問題解決力、世界
規模の問題を自らの行動に直結させることなど、GCPで学んだことが大きな力になっています。
　GCPの仲間との努力や挑戦の日々は、私の生涯の宝です。みなさんもGCPで、大きく世界に羽
ばたく学びの日々を送ってみませんか？
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GCPで磨く、世界市民に必要な3つの力
Global Citizenship Program

プログラムの詳細は、
WEBパンフレットや
GCPホームページで
詳しくご紹介しています！
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高度で実践的な
語学力を
磨く！

世界の
課題解決に
積極的に挑戦！

自分の夢を
形にする、
理想の進路を
選択！

　GCPでは世界で活躍するために、将来どの領域に進んでも役に立つよう探
究的学習を通して英語力＋思考力を磨きます。高いコミュニケーション力を身
につけるとともに英語圏への留学や海外大学院進学に必要な知識とスキルの
習得を目指し、2年間のプログラムで学術英語を集中的に学びます。
　まず、英語の基礎力を徹底的に強化し、留学や就職に必要なスコアを取得し、
同時に問題発見＋解決＋発信で総合的に高度な英語力を身につけるため、英語
圏で専門科目を学べるレベルに、日本にいながら到達することが可能です。その
結果、多くの卒業生が進路先で英語を必要とする業務に携わり、また、海外勤務
や大学院進学など、GCPでの学びが世界への挑戦に直結しています。
　また、GCPで高い英語力を習得し、非英語圏への留学を経て、Trilingual（3か国
語を使いこなすこと）を目指す学生も多くいます。

　GCPで学ぶもう一つの大きな力が、各自の学部の専門性と論理的思考力に
基づいた問題解決力です。プログラムゼミなどのGCP授業や海外短期研修※1

を通して、国内外の各種課題をリサーチし、解決に至る道筋を探り、社会に提
案するスキルをチームで磨きます。
　3年次以降、多くのGCP生はその力を生かして、実際に世界に出て課題解決
に挑戦したり、各種国際会議に積極的に参加しています。世界のハイレベルな
青年との交流は、世界に友情を広めるだけでなく、自分自身を見つめ、学びの
意欲をより一層高めることにつながっています。

※1  旅費・研修費は大学から全額支給されます。

　GCPで磨いたスキルと専門性に加えて、各学部の教員によ
る最適な進路指導によって、GCP生は一人一人が自分の夢や
志を実現する、最適なキャリアを選択しています。
　キャリア形成におけるGCPの強みの一つは、各分野に進ん
だ卒業生による強力なサポートです。年に複数回開催される
GCP独自のキャリアワークショップなど、卒業生と現役生が
繋がり、希望の進路に進むための最適な道筋などについてア
ドバイスを受ける多くの機会が設けられています。日々の学び
から就職活動に至るまで、実践的なサポートを受けるだけで
なく、GCP生として社会に羽ばたくモチベーションの大きな
向上にもつながっています。

●ノーベル平和賞受賞者サミット
●G8世界サミット
●世界銀行ユースサミット
●Girls20サミット
●世界大学総長協会総会
●日米世界学生会議
●日本アフリカ学生サミット

GCP生が参加した主な
国際会議（一部）

TOEICスコアの推移

進路内訳

■GCPの教育課程、エントリー資格と選抜について
GCPは各学部で卒業に必要な単位を修得しながら、GCPの英語・

プログラムゼミ等の科目を追加で単位修得するプログラムです。
GCPで修得した単位は卒業に必要な必修共通科目の単位に振替
が可能です。TOEFL等の外部試験の受験料を除き、受講料は無料
です。詳細はGCPホームページをご確認ください。
　受講には入試合格後にエントリーが必要です。エントリーは入試
ごとに定められた期間に受け付け、2段階で選抜を行います。

対象学部：経済・経営・法・文・教育・理工学部
定　　員：約30名
※一部、エントリー対象外の入試があります。

●エントリーにあたっては、エントリー日程や対象入試、
選抜内容の最新の情報を、GCPホームページの募集
要項（右記QRコード）にて必ずご覧ください。
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海外大学院
ジョンズ・ホプキンス大学、
タフツ大学、オックスフォード
大学、シドニー大学  等

国内大学院
東京大学、京都大学、
一橋大学、東京工業大
学、大阪大学、沖縄科
学技術大学院大学  等

公務員（外務省、厚生労
働省、大阪府庁等）
教員（東京都、熊本県、鳥
取県、海外日本人学校等）
研究職（ハーバード大学、
東京大学、広島大学等）
弁護士

一般企業
日本IBM、アクセンチュア、ゴールド
マン・サックス証券、三菱電機、パナ
ソニック、ソニー、日立製作所、ヤマ
ハ発動機、味の素、P&G、ユニ・
チャーム、ジョンソン・エンド・ジョ
ンソン、PwCあらた有限責任監査
法人（公認会計士）  等

創価大学グローバル・シティズンシップ・プログラム事務室
（総合学習支援オフィス学習支援課内）

TEL ▶ 042-691-7009  
FAX ▶ 042-691-6941  
メールアドレス ▶ sgcp@soka.ac.jp
お問い合わせ時間 ▶ 月～金曜日  9：00～17：00／土曜日  9：00～12：00




